
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ＬＰＦに起因する音質低下要因の影響を除去し

て高音質のＤ級増幅装置等を提供する。

【解決手段】増幅部９及びＬＰＦ１０を備えるＤ級アン

プＳにおいて、音圧特性平坦化用の試験信号Ｓｔ及び位

相特性補償用の試験信号Ｓｔを夫々生成する試験信号生

成部８と、各試験信号Ｓｔに対応する音を集音して得ら

れる集音信号Ｓmcと、そのときのＬＰＦ１０の出力段か

らの出力信号Ｓｓｔと、のいずれか一方を用いて、Ｄ級

アンプＳとしての音圧特性を補正すると共に位相特性を

補償する比較部１４及び制御部１２と、を備える。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 音 信 号 を 増 幅 手 段 に よ り 増 幅 し 、 高 域 雑 音 除 去 用 の ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 を 介 し て ス ピ
ー カ に 出 力 す る Ｄ 級 増 幅 装 置 に お い て 、
　 予 め 設 定 さ れ た 一 定 振 幅 の 連 続 波 形 を 有 す る 音 圧 試 験 信 号 を 生 成 し て 前 記 増 幅 手 段 に 出
力 す る 音 圧 試 験 信 号 生 成 手 段 と 、
　 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 の カ ッ ト オ フ 周 波 数 に 対 応 し て 予 め 設 定 さ れ た 周 波 数 を 有 し
且 つ 一 又 は 複 数 波 長 分 の み の 信 号 で あ る 位 相 試 験 信 号 を 生 成 し て 前 記 増 幅 手 段 に 出 力 す る
位 相 試 験 信 号 生 成 手 段 と 、
　 前 記 音 圧 試 験 信 号 及 び 前 記 位 相 試 験 信 号 が 前 記 増 幅 手 段 及 び 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段
を 介 し て 夫 々 前 記 ス ピ ー カ に 出 力 さ れ る こ と で 当 該 ス ピ ー カ か ら 放 音 さ れ た 音 を 集 音 し 、
集 音 信 号 を 生 成 す る 集 音 手 段 と 、
　 前 記 音 圧 試 験 信 号 及 び 前 記 位 相 試 験 信 号 が 前 記 増 幅 手 段 を 介 し て 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ
手 段 に 出 力 さ れ る こ と で 当 該 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 か ら 前 記 ス ピ ー カ に 出 力 さ れ る フ ィ ル
タ 出 力 信 号 と 、 前 記 集 音 信 号 と 、 を 切 り 換 え る 切 換 手 段 と 、
　 前 記 切 換 手 段 か ら 出 力 さ れ た 前 記 フ ィ ル タ 出 力 信 号 又 は 前 記 集 音 信 号 の い ず れ か 一 方 を
用 い て 、 前 記 Ｄ 級 増 幅 装 置 と し て の 音 圧 特 性 を 少 な く と も 補 正 す る 補 正 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る Ｄ 級 増 幅 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の Ｄ 級 増 幅 装 置 に お い て 、
　 前 記 補 正 手 段 は 、
　 前 記 音 圧 試 験 信 号 に 対 応 す る 前 記 集 音 信 号 を 用 い て 前 記 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す る 音 圧 平 坦
化 手 段 と 、
　 前 記 位 相 試 験 信 号 に 対 応 す る 前 記 集 音 信 号 を 用 い て 前 記 Ｄ 級 増 幅 装 置 と し て の 位 相 特 性
に お け る 位 相 回 転 を 補 正 す る 位 相 補 正 手 段 と 、
　 に よ り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｄ 級 増 幅 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の Ｄ 級 増 幅 装 置 に お い て 、
　 前 記 位 相 試 験 信 号 生 成 手 段 は 、 前 記 位 相 回 転 が 発 生 す る と 予 測 さ れ る 周 波 数 を 有 す る 前
記 位 相 試 験 信 号 で あ る 第 一 位 相 試 験 信 号 と 、 前 記 位 相 回 転 が 発 生 し な い と 予 測 さ れ る 周 波
数 を 有 す る 前 記 位 相 試 験 信 号 で あ る 第 二 位 相 試 験 信 号 と 、 を 夫 々 別 個 に 生 成 し て 前 記 増 幅
手 段 に 出 力 す る と 共 に 、
　 前 記 位 相 補 正 手 段 は 、 前 記 第 一 位 相 試 験 信 号 に 対 応 す る 前 記 集 音 信 号 と 前 記 第 二 位 相 試
験 信 号 に 対 応 す る 前 記 集 音 信 号 と の 位 相 差 を 用 い て 前 記 位 相 回 転 を 補 正 す る こ と を 特 徴 と
す る Ｄ 級 増 幅 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の Ｄ 級 増 幅 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス ピ ー カ と 前 記 集 音 手 段 と の 間 の 距 離 を 入 力 す る た め に 用 い ら れ る 入 力 手 段 を 更 に
備 え 、
　 前 記 位 相 試 験 信 号 生 成 手 段 は 、 前 記 位 相 回 転 が 発 生 す る と 予 測 さ れ る 周 波 数 を 有 す る 前
記 位 相 試 験 信 号 を 生 成 し て 前 記 増 幅 手 段 に 出 力 す る と 共 に 、
　 前 記 位 相 補 正 手 段 は 、 当 該 位 相 試 験 信 号 に 対 応 す る 前 記 集 音 信 号 の 位 相 と 前 記 距 離 と に
基 づ い て 前 記 位 相 回 転 を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る Ｄ 級 増 幅 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の Ｄ 級 増 幅 装 置 に お い て 、
　 前 記 補 正 手 段 は 、
　 前 記 音 圧 試 験 信 号 に 対 応 す る 前 記 フ ィ ル タ 出 力 信 号 を 用 い て 前 記 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す る
音 圧 平 坦 化 手 段 に よ り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｄ 級 増 幅 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 音 信 号 を 増 幅 手 段 に よ り 増 幅 し 、 雑 音 除 去 用 の ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 を 介 し て ス ピ ー カ
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に 出 力 す る Ｄ 級 増 幅 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ を 、
　 予 め 設 定 さ れ た 一 定 振 幅 の 連 続 波 形 を 有 す る 音 圧 試 験 信 号 を 生 成 し て 前 記 増 幅 手 段 に 出
力 す る 音 圧 試 験 信 号 生 成 手 段 、
　 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 の カ ッ ト オ フ 周 波 数 に 対 応 し て 予 め 設 定 さ れ た 周 波 数 を 有 し
且 つ 一 又 は 複 数 波 長 分 の み の 信 号 で あ る 位 相 試 験 信 号 を 生 成 し て 前 記 増 幅 手 段 に 出 力 す る
位 相 試 験 信 号 生 成 手 段 、
　 前 記 音 圧 試 験 信 号 及 び 前 記 位 相 試 験 信 号 が 前 記 増 幅 手 段 及 び 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段
を 介 し て 夫 々 前 記 ス ピ ー カ に 出 力 さ れ る こ と で 当 該 ス ピ ー カ か ら 放 音 さ れ た 音 を 集 音 し て
得 ら れ る 集 音 信 号 と 、 前 記 音 圧 試 験 信 号 及 び 前 記 位 相 試 験 信 号 が 前 記 増 幅 手 段 を 介 し て 前
記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 に 出 力 さ れ る こ と で 当 該 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 か ら 前 記 ス ピ ー カ
に 出 力 さ れ る フ ィ ル タ 出 力 信 号 と 、 を 切 り 換 え る 切 換 手 段 、 及 び 、
　 前 記 切 換 手 段 か ら 出 力 さ れ た 前 記 フ ィ ル タ 出 力 信 号 又 は 前 記 集 音 信 号 の い ず れ か 一 方 を
用 い て 、 前 記 Ｄ 級 増 幅 装 置 と し て の 位 相 特 性 を 少 な く と も 補 正 す る 補 正 手 段 、
　 と し て 機 能 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 増 幅 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 増 幅 制 御 プ ロ グ ラ ム が 前 記 コ ン ピ ュ ー タ で 読 取 可 能 に 記 録 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 情 報 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は 、 Ｄ 級 増 幅 装 置 、 増 幅 制 御 プ ロ グ ラ ム 及 び 情 報 記 録 媒 体 の 技 術 分 野 に 属 し 、 よ り
詳 細 に は 、 デ ジ タ ル 信 号 又 は ア ナ ロ グ 信 号 の い ず れ か で あ る 音 信 号 を 、 例 え ば Ｐ Ｗ Ｍ （ Pu
lse Width Modulation） 方 式 に よ り 変 調 し て 得 ら れ た 変 調 信 号 を 増 幅 す る Ｄ 級 増 幅 装 置 及
び 当 該 Ｄ 級 増 幅 装 置 に お い て 動 作 す る 増 幅 制 御 プ ロ グ ラ ム 並 び に 当 該 増 幅 制 御 プ ロ グ ラ ム
を 記 録 し た 情 報 記 録 媒 体 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 オ ー デ ィ オ 製 品 用 の 増 幅 装 置 （ 以 下 、 適 宜 ア ン プ と 称 す る ） と し て は 、 当 該 増 幅
装 置 を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ に お け る バ イ ア ス 電 圧 の 設 定 方 法 に よ り 、 Ａ 級 ア ン プ 、 Ｂ 級
ア ン プ 又 は Ｃ 級 ア ン プ 等 の 種 類 が あ る 。 そ し て 、 こ れ ら 以 外 に 、 特 に そ の 効 率 の 高 さ に 着
目 し た Ｄ 級 ア ン プ （ こ の 他 に 、 一 般 に は 、 「 ス イ ッ チ ン グ ア ン プ 」 と か 「 Ｐ Ｗ Ｍ ア ン プ 」
と 称 さ れ る 場 合 も あ る ） と 称 さ れ る ア ン プ の 開 発 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 こ の と き 、 当 該
効 率 と し て は 、 例 え ば 、 ア ナ ロ グ ア ン プ が 約 ４ ０ ％ で あ る の に 対 し て 、 Ｄ 級 ア ン プ は ９ ０
％ 程 度 の 効 率 を 有 す る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 当 該 Ｄ 級 ア ン プ は 、 デ ジ タ ル 信 号 又 は ア ナ ロ グ 信 号 の い ず れ か で あ る 音 信 号 に
対 し て Ｐ Ｗ Ｍ 方 式 に よ り 変 調 処 理 を 施 し 、 当 該 変 調 処 理 に よ り 得 ら れ る 変 調 信 号 を 矩 形 波
の ま ま 増 幅 し 、 そ の 後 Ｌ Ｐ Ｆ （ Low Pass Filter） を 介 し て ス ピ ー カ に 出 力 す る ア ン プ で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の と き 、 当 該 Ｌ Ｐ Ｆ は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 方 式 を 用 い て 変 調 処 理 が 実 行 さ れ る こ と に 起 因 し て 必
然 的 に 発 生 す る キ ャ リ ア 周 波 数 成 分 及 び そ の 高 調 波 成 分 を 除 去 し て 音 質 を 高 め る も の と し
て 、 Ｄ 級 増 幅 装 置 と し て は 必 須 の 要 件 と さ れ て い る も の で あ り 、 具 体 的 に は 、 コ イ ル 及 び
コ ン デ ン サ を 用 い た Ｌ Ｃ フ ィ ル タ と し て 実 現 さ れ る も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う に キ ャ リ ア 周 波 数 成 分 等 の 除 去 に よ り 音 質 の 向 上 に 資 す る
Ｌ Ｐ Ｆ で は あ る が 、 こ の Ｌ Ｐ Ｆ が 存 在 す る こ と に 起 因 し て 逆 に 音 質 を 低 下 さ せ る こ と と な
る 以 下 の 二 つ の 問 題 点 が あ り 、 従 来 か ら も 指 摘 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 第 一 の 問 題 点 と し て 、 上 述 し た よ う に Ｌ Ｐ Ｆ が Ｌ Ｃ フ ィ ル タ と し て 構 成 さ れ
て い る こ と に 起 因 し て 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に そ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 （ 図 １ （ ａ ） に 示
す 場 合 は ２ ０ キ ロ ヘ ル ツ ） の 約 十 分 の 一 の 周 波 数 近 辺 か ら 、 通 過 す る 信 号 に お け る そ の 周
波 数 成 分 の 位 相 が 回 転 し 始 め 、 当 該 カ ッ ト オ フ 周 波 数 近 辺 で は 約 １ ８ ０ 度 ま で 回 転 し て し
ま う の で あ る 。 そ し て 、 こ の 位 相 回 転 が 生 じ る と 、 例 え ば 同 時 に 演 奏 さ れ て い る 高 音 用 の
楽 器 の 音 が 低 音 用 の 楽 器 の 音 よ り も 遅 れ て 聴 取 者 の 位 置 に 到 達 し て し ま い 、 音 の 定 位 や 臨
場 感 が 損 な わ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 第 二 の 問 題 点 と し て は 、 同 様 に Ｌ Ｃ フ ィ ル タ と し て Ｌ Ｐ Ｆ が 構 成 さ れ て い る た め
、 当 該 Ｌ Ｐ Ｆ の 出 力 端 に 接 続 さ れ る ス ピ ー カ の 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス の 変 動 に よ り そ の 周 波
数 特 性 の 平 坦 性 が 損 な わ れ て し ま う の で あ る 。 す な わ ち 、 Ｄ 級 増 幅 装 置 の 設 計 時 に お い て
は 接 続 さ れ る ス ピ ー カ の 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス を あ る 一 定 値 と 想 定 し 、 そ の 負 荷 イ ン ピ ー ダ
ン ス に 最 適 化 し て コ イ ル の イ ン ダ ク タ ン ス や コ ン デ ン サ の 容 量 等 を 決 定 す る 。 し か し な が
ら 、 一 般 に は 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス に は 複 数 の 種 類 が あ り 、 よ っ て 設 計 時 に 想 定 さ れ て い た
負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス 以 外 の 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス を 有 す る ス ピ ー カ が 接 続 さ れ る と 、 図 １ （
ｂ ） に 示 す よ う に 音 圧 の 周 波 数 特 性 が 平 坦 に な ら な い の で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 １ （
ｂ ） に 示 す よ う に 想 定 さ れ る 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス （ 図 １ （ ｂ ） の 場 合 は ４ オ ー ム ） よ り も
高 い 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス （ 図 １ （ ｂ ） の 場 合 は ８ オ ー ム ） を 有 す る ス ピ ー カ が 接 続 さ れ た
場 合 は そ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 周 辺 で 周 波 数 特 性 に ピ ー ク が 生 じ て し ま い 、 一 方 想 定 さ れ る
負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス よ り も 低 い 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス （ 図 １ （ ｂ ） の 場 合 は ２ オ ー ム ） を 有
す る ス ピ ー カ が 接 続 さ れ た 場 合 は 、 逆 に カ ッ ト オ フ 周 波 数 よ り 低 い 周 波 数 で 音 圧 レ ベ ル の
減 衰 が 始 ま っ て し ま う の で あ る 。 そ し て 、 こ の ピ ー ク 又 は レ ベ ル 減 衰 が 発 生 す る と 、 再 生
さ れ る べ き 音 の 倍 音 が 強 調 さ れ て し ま っ た り 或 い は 欠 落 し て し ま う と い う 音 質 的 問 題 が 生
じ る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 願 は 上 記 の 各 問 題 点 に 鑑 み て 為 さ れ た も の で 、 そ の 目 的 の 一 例 は 、 Ｄ 級 増 幅
装 置 と し て 必 須 の Ｌ Ｐ Ｆ に 起 因 す る 音 質 低 下 要 因 の 影 響 を 除 去 し て 高 音 質 の Ｄ 級 増 幅 装 置
及 び 当 該 Ｄ 級 増 幅 装 置 に お い て 動 作 す る 増 幅 制 御 プ ロ グ ラ ム 並 び に 当 該 増 幅 制 御 プ ロ グ ラ
ム を 記 録 し た 情 報 記 録 媒 体 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 音 信 号 を 増 幅 部 等 の 増 幅 手 段
に よ り 増 幅 し 、 高 域 雑 音 除 去 用 の Ｌ Ｐ Ｆ 等 の ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 を 介 し て ス ピ ー カ に 出
力 す る Ｄ 級 増 幅 装 置 に お い て 、 予 め 設 定 さ れ た 一 定 振 幅 の 連 続 波 形 を 有 す る 音 圧 試 験 信 号
を 生 成 し て 前 記 増 幅 手 段 に 出 力 す る 試 験 信 号 生 成 部 等 の 音 圧 試 験 信 号 生 成 手 段 と 、 前 記 ロ
ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 の カ ッ ト オ フ 周 波 数 に 対 応 し て 予 め 設 定 さ れ た 周 波 数 を 有 し 且 つ 一 又
は 複 数 波 長 分 の み の 信 号 で あ る 位 相 試 験 信 号 を 生 成 し て 前 記 増 幅 手 段 に 出 力 す る 試 験 信 号
生 成 部 等 の 位 相 試 験 信 号 生 成 手 段 と 、 前 記 音 圧 試 験 信 号 及 び 前 記 位 相 試 験 信 号 が 前 記 増 幅
手 段 及 び 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 を 介 し て 夫 々 前 記 ス ピ ー カ に 出 力 さ れ る こ と で 当 該 ス
ピ ー カ か ら 放 音 さ れ た 音 を 集 音 し 、 集 音 信 号 を 生 成 す る マ イ ク ロ フ ォ ン 等 の 集 音 手 段 と 、
前 記 音 圧 試 験 信 号 及 び 前 記 位 相 試 験 信 号 が 前 記 増 幅 手 段 を 介 し て 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手
段 に 出 力 さ れ る こ と で 当 該 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 か ら 前 記 ス ピ ー カ に 出 力 さ れ る フ ィ ル タ
出 力 信 号 と 、 前 記 集 音 信 号 と 、 を 切 り 換 え る ス イ ッ チ 等 の 切 換 手 段 と 、 前 記 切 換 手 段 か ら
出 力 さ れ た 前 記 フ ィ ル タ 出 力 信 号 又 は 前 記 集 音 信 号 の い ず れ か 一 方 を 用 い て 、 前 記 Ｄ 級 増
幅 装 置 と し て の 音 圧 特 性 を 少 な く と も 補 正 す る 比 較 部 等 の 補 正 手 段 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 音 信 号 を 増 幅 部 等 の 増 幅 手 段
に よ り 増 幅 し 、 高 域 雑 音 除 去 用 の Ｌ Ｐ Ｆ 等 の ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 を 介 し て ス ピ ー カ に 出
力 す る Ｄ 級 増 幅 装 置 に 含 ま れ る コ ン ピ ュ ー タ を 、 予 め 設 定 さ れ た 一 定 振 幅 の 連 続 波 形 を 有
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す る 音 圧 試 験 信 号 を 生 成 し て 前 記 増 幅 手 段 に 出 力 す る 音 圧 試 験 信 号 生 成 手 段 、 前 記 ロ ー パ
ス フ ィ ル タ 手 段 の カ ッ ト オ フ 周 波 数 に 対 応 し て 予 め 設 定 さ れ た 周 波 数 を 有 し 且 つ 一 又 は 複
数 波 長 分 の み の 信 号 で あ る 位 相 試 験 信 号 を 生 成 し て 前 記 増 幅 手 段 に 出 力 す る 位 相 試 験 信 号
生 成 手 段 、 前 記 音 圧 試 験 信 号 及 び 前 記 位 相 試 験 信 号 が 前 記 増 幅 手 段 及 び 前 記 ロ ー パ ス フ ィ
ル タ 手 段 を 介 し て 夫 々 前 記 ス ピ ー カ に 出 力 さ れ る こ と で 当 該 ス ピ ー カ か ら 放 音 さ れ た 音 を
集 音 し て 得 ら れ る 集 音 信 号 と 、 前 記 音 圧 試 験 信 号 及 び 前 記 位 相 試 験 信 号 が 前 記 増 幅 手 段 を
介 し て 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 に 出 力 さ れ る こ と で 当 該 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手 段 か ら 前 記
ス ピ ー カ に 出 力 さ れ る フ ィ ル タ 出 力 信 号 と 、 を 切 り 換 え る 切 換 手 段 、 及 び 、 前 記 切 換 手 段
か ら 出 力 さ れ た 前 記 フ ィ ル タ 出 力 信 号 又 は 前 記 集 音 信 号 の い ず れ か 一 方 を 用 い て 、 前 記 Ｄ
級 増 幅 装 置 と し て の 位 相 特 性 を 少 な く と も 補 正 す る 補 正 手 段 、 と し て 機 能 さ せ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 増 幅 制 御 プ
ロ グ ラ ム が 前 記 コ ン ピ ュ ー タ で 読 取 可 能 に 記 録 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 本 願 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 以 下 に 説 明 す る 各 実 施 形 態 は 、 デ ジ タ ル 信 号 又 は ア ナ ロ グ 信 号 の い ず れ か で あ る
音 信 号 を Ｐ Ｗ Ｍ 方 式 に よ り 変 調 し た 後 に 増 幅 す る Ｄ 級 ア ン プ （ 当 該 音 信 号 自 体 の 音 量 及 び
音 色 等 を 調 整 す る プ リ ア ン プ を 含 む ） に 対 し て 本 願 を 適 用 し た 場 合 の 実 施 の 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 図 ２ は 実 施 形 態 に 係 る Ｄ 級 ア ン プ の 概 要 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ３ は そ
の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ｉ ）
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 に 係 る Ｄ 級 ア ン プ Ｓ は 、 入 力 端 子 １ に 接 続 さ れ た プ リ ア ン
プ ２ と 、 モ ジ ュ レ ー タ ３ と 、 イ コ ラ イ ザ ４ と 、 Ｄ Ｔ Ｃ （ Dead Time Controller） ５ と 、 Ｆ
Ｉ Ｒ （ Finite Impulse Response） 型 の フ ィ ル タ ６ と 、 ハ ー フ ブ リ ッ ジ 部 ７ と 、 音 圧 試 験
信 号 生 成 手 段 及 び 位 相 試 験 信 号 生 成 手 段 と し て の 試 験 信 号 生 成 部 ８ と 、 増 幅 部 ９ と 、 コ イ
ル １ ０ Ａ 及 び コ ン デ ン サ １ ０ Ｂ か ら な り Ｌ Ｃ フ ィ ル タ と し て 機 能 す る ロ ー パ ス フ ィ ル タ 手
段 と し て の Ｌ Ｐ Ｆ １ ０ と 、 制 御 部 １ ２ と 、 入 力 手 段 と し て の 操 作 部 １ ３ と 、 補 正 手 段 、 音
圧 平 坦 化 手 段 及 び 位 相 補 正 手 段 と し て の 比 較 部 １ ４ と 、 Ａ ／ Ｄ （ Analog/Digital） コ ン バ
ー タ １ ５ と 、 ス イ ッ チ １ ６ と 、 切 換 手 段 と し て の ス イ ッ チ １ ８ と 、 集 音 手 段 と し て の マ イ
ク ロ フ ォ ン １ ７ と 、 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 当 該 Ｌ Ｐ Ｆ １ ０ か ら の 出 力 信 号 Ｓ spが ス ピ ー
カ １ １ に 出 力 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 増 幅 部 ９ は 、 例 え ば Ｍ Ｏ Ｓ （ Metal Oxide Silicon） 型 で ｎ 型 の Ｆ Ｅ Ｔ （ Field E
ffect Transistor） ２ ０ 及 び ２ １ と 、 直 流 電 源 Ｖ 1及 び Ｖ 2と 、 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の と き 、 増 幅 部 ９ に お い て は 、 Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ の ソ ー ス 端 子 が 直 流 電 源 Ｖ 1の 正 極 に 接 続
さ れ て お り 、 直 流 電 源 Ｖ 1の 負 極 が 直 流 電 源 Ｖ 2の 正 極 に 接 続 さ れ て お り 、 直 流 電 源 Ｖ 2の
負 極 が Ｆ Ｅ Ｔ ２ １ の ド レ イ ン 端 子 に 接 続 さ れ て お り 、 更 に 、 Ｆ Ｅ Ｔ ２ １ の ソ ー ス 端 子 が Ｆ
Ｅ Ｔ ２ ０ の ド レ イ ン 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ と Ｆ Ｅ Ｔ ２ １ と の 間 に Ｌ
Ｐ Ｆ １ ０ へ の 接 続 点 が 設 け ら れ て お り 、 直 流 電 源 Ｖ 1と Ｖ 2と の 間 は 接 地 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 上 記 Ｄ Ｔ Ｃ ５ は 、 対 応 す る 増 幅 部 ９ に 含 ま れ て い る Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ が 必 ず オ ン か ら
オ フ に 遷 移 し 終 わ っ て か ら Ｆ Ｅ Ｔ ２ １ を オ フ か ら オ ン に 遷 移 さ せ 、 更 に Ｆ Ｅ Ｔ ２ １ が 必 ず
オ ン か ら オ フ に 繊 維 し 終 わ っ て か ら Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ を オ フ か ら オ ン に 遷 移 さ せ る も の で あ る 。
こ の Ｄ Ｔ Ｃ ５ の 機 能 に よ り 、 Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ と Ｆ Ｅ Ｔ ２ １ と が 同 時 に オ ン と な る こ と に よ る 大
電 流 の 発 生 を 防 止 す る の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 ハ ー フ ブ リ ッ ジ 回 路 ７ は 、 増 幅 部 ９ に 含 ま れ て い る Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ 及 び ２ １ の 双
方 に ｎ 型 の Ｆ Ｅ Ｔ を 使 用 す る た め の 切 換 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ Ａ ）
　 初 め に 、 ス ピ ー カ １ １ が 接 続 さ れ た 状 態 に お け る Ｄ 級 ア ン プ Ｓ と し て の 音 圧 特 性 を 平 坦
化 し 更 に 位 相 特 性 を 補 正 す る た め の 設 定 を 行 う 初 期 設 定 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 当
該 初 期 設 定 動 作 は 、 Ｄ 級 ア ン プ Ｓ を 用 い て 実 際 に 音 を 再 生 ・ 出 力 す る 前 に 実 行 さ れ る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 当 該 初 期 設 定 動 作 が 実 行 さ れ る 場 合 に 、 ス イ ッ チ １ ６ は 制 御 部 １ ２ か ら の 制 御 信 号 Ｓ cs
w1に 基 づ い て 比 較 部 １ ４ 及 び 試 験 信 号 生 成 部 ８ 側 に 接 続 さ れ て お り 、 一 方 、 ス イ ッ チ １ ８
は 、 制 御 部 １ ２ か ら の 制 御 信 号 Ｓ csw2に 基 づ い て マ イ ク ロ フ ォ ン １ ７ 側 に 接 続 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 状 態 に お い て 、 Ｄ 級 ア ン プ Ｓ の 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す る 場 合 、 試 験 信 号 生 成 部 ８ は 、
予 め 設 定 さ れ た 振 幅 を 有 す る 連 続 正 弦 波 で あ る 試 験 信 号 Ｓ tを 生 成 し 、 ス イ ッ チ １ ６ を 介
し て ス イ ッ チ 信 号 Ｓ swと し て イ コ ラ イ ザ ４ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 当 該 試 験 信 号 Ｓ tの 周 波 数 は 、 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す べ き 周 波 数 帯 域 に 含 ま れ る
周 波 数 全 て に つ い て 当 該 平 坦 化 処 理 を 実 行 す る べ く 、 当 該 周 波 数 帯 域 内 に お い て 継 時 的 に
単 調 増 加 又 は 単 調 減 少 す る よ う に 試 験 信 号 生 成 部 ８ に お い て 制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 初 期 設 定 状 態 と さ れ て い る イ コ ラ イ ザ ４ は 、 当 該 ス イ ッ チ 信 号 Ｓ sw（ す な わ ち
試 験 信 号 Ｓ tそ の も の ） を そ の ま ま イ コ ラ イ ザ 信 号 Ｓ vと し て フ ィ ル タ ６ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 初 期 設 定 状 態 と さ れ て い る フ ィ ル タ ６ は 、 当 該 イ コ ラ イ ザ 信 号 Ｓ v（ 同 様 に 試 験
信 号 Ｓ tそ の も の ） を そ の ま ま フ ィ ル タ 信 号 Ｓ frと し て Ｄ Ｔ Ｃ ５ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 、 Ｄ Ｔ Ｃ ５ は 、 上 述 し た Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ 及 び ２ １ の 動 作 が 実 現 さ れ る よ う に フ ィ ル タ 信
号 Ｓ frを 制 御 し た 後 、 制 御 フ ィ ル タ 信 号 Ｓ dと し て ハ ー フ ブ リ ッ ジ 回 路 ７ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 ハ ー フ ブ リ ッ ジ 回 路 ７ は 、 出 力 さ れ て き た 制 御 フ ィ ル タ 信 号 Ｓ dに 対 し て 予 め
当 該 ハ ー フ ブ リ ッ ジ 回 路 ７ と し て 設 定 さ れ て い る 処 理 を 施 し 、 駆 動 信 号 Ｓ dd1及 び Ｓ dd2と
し て Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ の ゲ ー ト 端 子 及 び Ｆ Ｅ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト 端 子 に 夫 々 別 個 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ 以 後 、 実 際 の 音 の 再 生 時 と 同 様 の Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ 及 び ２ １ の オ ン ／ オ フ 動 作 に よ り 、 直
流 電 源 Ｖ 1及 び Ｖ 2を 用 い た Ｄ 級 増 幅 動 作 が 実 行 さ れ 、 そ の 結 果 と し て の 増 幅 信 号 Ｓ oが Ｌ
Ｐ Ｆ １ ０ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 Ｌ Ｐ Ｆ １ ０ に お い て 、 増 幅 信 号 Ｓ oに 対 す る 高 域 遮 断 処 理 が 施 さ れ 、 ス ピ ー カ
１ １ に 対 す る 出 力 信 号 Ｓ spと し て 当 該 ス ピ ー カ １ １ に 出 力 さ れ 対 応 す る 放 音 が 実 行 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 当 該 放 音 さ れ た 音 は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン １ ７ に お い て 集 音 さ れ 、 対 応 す る 集 音 信 号
Ｓ mcが 当 該 マ イ ク ロ フ ォ ン １ ７ か ら ス イ ッ チ １ ８ へ 出 力 さ れ る 。 そ し て 、 ス イ ッ チ １ ８ を
介 し て ス イ ッ チ 信 号 Ｓ ck（ す な わ ち 、 集 音 信 号 Ｓ mcそ の も の ） と し て Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ １
５ へ 出 力 さ れ 、 ア ナ ロ グ 信 号 か ら デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ た 後 、 デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmc
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と し て 比 較 部 １ ４ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ れ ら に よ り 、 比 較 部 １ ４ は 、 上 記 試 験 信 号 Ｓ tの 周 波 数 が 必 要 な 周 波 数 帯 域 内 で 変 化
す る の に 伴 っ て 出 力 さ れ て く る デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmcの 音 圧 を 検 出 し 、 そ の 周 波 数 に 対
す る 変 化 を 制 御 信 号 Ｓ cmと し て 制 御 部 １ ２ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 制 御 部 １ ２ は 、 ス ピ ー カ １ １ が 接 続 さ れ て い る 状 態 で の 当 該 音 圧 特 性 に 基 づ き
、 実 際 の 音 の 出 力 時 に お い て 当 該 音 圧 特 性 を 平 坦 な も の と す る た め に 各 周 波 数 毎 の 音 圧 を
制 御 す る イ コ ラ イ ザ ４ を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 Ｓ ceの 値 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の と き 、 当 該 制 御 部 １ ２ の 動 作 と し て よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 Ｄ 級 ア ン プ Ｓ が ス ピ
ー カ １ １ の 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス が ４ オ ー ム で あ る こ と を 前 提 と し て 設 計 さ れ て い る に も 拘
ら ず 、 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス が ８ オ ー ム で る ス ピ ー カ １ １ が 接 続 さ れ て い る こ と に 起 因 し て
図 １ （ ｂ ） に 符 号 「 ８ Ω 」 と し て 示 す よ う な 凸 部 を 有 す る 音 圧 特 性 が デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ
dmcと し て 得 ら れ た 場 合 、 制 御 部 １ ２ は 、 そ の 凸 部 を 相 殺 す る よ う な 音 圧 制 御 特 性 （ す な
わ ち 、 当 該 凸 部 が 現 れ る 周 波 数 に お い て 当 該 凸 部 を 相 殺 す る だ け の 凹 部 を 有 す る 音 圧 制 御
特 性 ） を 発 揮 す る よ う に イ コ ラ イ ザ ４ を 制 御 す る た め の 上 記 制 御 信 号 Ｓ ceを 設 定 す る 。 ま
た 、 同 じ く 、 Ｄ 級 ア ン プ Ｓ が ス ピ ー カ １ １ の 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス が ４ オ ー ム で あ る こ と を
前 提 と し て 設 計 さ れ て い る に も 拘 ら ず 、 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス が ２ オ ー ム で る ス ピ ー カ １ １
が 接 続 さ れ て い る こ と に 起 因 し て 図 １ （ ｂ ） に 符 号 「 ２ Ω 」 と し て 示 す よ う な 早 期 に 低 減
し て し ま う 音 圧 特 性 が デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmcと し て 得 ら れ た 場 合 、 制 御 部 １ ２ は 、 高 周
波 数 領 域 の 音 圧 を 増 大 さ せ る よ う な 音 圧 制 御 特 性 を 発 揮 す る よ う に イ コ ラ イ ザ ４ を 制 御 す
る た め の 上 記 制 御 信 号 Ｓ ceを 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の 一 連 の 動 作 に よ り 、 ス ピ ー カ １ １ が 実 際 に 接 続 さ れ た と き の Ｄ 級 ア ン プ Ｓ の 音 圧
特 性 を 平 坦 化 す る た め の 試 験 動 作 が 終 了 し 、 そ の 結 果 得 ら れ た 制 御 信 号 Ｓ ceが 制 御 部 １ ２
内 の 図 示 し な い メ モ リ 内 に 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 Ｄ 級 ア ン プ Ｓ の 位 相 特 性 を 補 正 す る 場 合 、 試 験 信 号 生 成 部 ８ は 、 予 め 設 定 さ れ た
振 幅 を 有 す る と 共 に 当 該 位 相 特 性 に お け る 位 相 回 転 が 発 生 し な い 周 波 数 と し て 予 め 設 定 さ
れ て い る 周 波 数 （ 例 え ば 、 Ｌ Ｐ Ｆ １ ０ の カ ッ ト オ フ 周 波 数 が ２ ０ キ ロ ヘ ル ツ で あ る 場 合 は
１ ０ ０ ヘ ル ツ ） を 有 し 且 つ 一 波 長 分 の み の 信 号 で あ る 試 験 信 号 Ｓ t（ 図 ３ （ ａ ） 符 号 Ｓ t参
照 ） と 、 同 様 の 振 幅 を 有 す る と 共 に 当 該 位 相 回 転 が 発 生 す る 周 波 数 と し て 予 め 設 定 さ れ て
い る 周 波 数 （ 例 え ば 、 同 様 に カ ッ ト オ フ 周 波 数 が ２ ０ キ ロ ヘ ル ツ で あ る 場 合 は １ ０ キ ロ ヘ
ル ツ ） を 有 し 且 つ 一 波 長 分 の み の 信 号 で あ る 試 験 信 号 Ｓ t（ 図 ３ （ ｂ ） 符 号 Ｓ t参 照 ） と 、
を 夫 々 別 個 に 時 間 差 を 設 け て 生 成 し 、 比 較 部 １ ４ に 出 力 す る と 共 に 、 ス イ ッ チ １ ６ を 介 し
て ス イ ッ チ 信 号 Ｓ swと し て イ コ ラ イ ザ ４ へ 出 力 す る 。 な お 、 こ の 場 合 、 試 験 信 号 Ｓ tと し
え は 、 一 波 長 分 の み の 信 号 に 限 ら れ る も の で は な く 、 各 試 験 信 号 Ｓ tと し て の 開 始 タ イ ミ
ン グ が 夫 々 判 別 で き る の で あ れ ば 、 複 数 波 長 分 の 信 号 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 初 期 設 定 状 態 と さ れ て い る イ コ ラ イ ザ ４ 及 び フ ィ ル タ ６ 、 並 び に Ｄ Ｔ Ｃ ５ 、 ハ
ー フ ブ リ ッ ジ 回 路 、 増 幅 部 ９ 及 び Ｌ Ｐ Ｆ １ ０ は 、 上 述 し た 音 圧 特 性 を 補 正 す る 場 合 と 同 様
に 機 能 し 、 こ れ に よ り 、 ス ピ ー カ １ １ か ら 出 力 信 号 Ｓ sp（ 二 種 類 の 試 験 信 号 Ｓ tが 増 幅 さ
れ た 結 果 と し て の 出 力 信 号 Ｓ sp） に 対 応 す る 放 音 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 当 該 放 音 さ れ た 音 は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン １ ７ に お い て 集 音 さ れ 、 対 応 す る 集 音 信 号
Ｓ mcが 当 該 マ イ ク ロ フ ォ ン １ ７ か ら ス イ ッ チ １ ８ を 介 し て ス イ ッ チ 信 号 Ｓ ckと し て Ａ ／ Ｄ
コ ン バ ー タ １ ５ へ 出 力 さ れ 、 ア ナ ロ グ 信 号 か ら デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ た 後 、 デ ジ タ ル 集
音 信 号 Ｓ dmcと し て 比 較 部 １ ４ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 こ れ ら に よ り 、 比 較 部 １ ４ は 、 二 種 類 の 試 験 信 号 Ｓ tの 夫 々 に つ き 、 元 の 試 験 信 号 Ｓ tと
、 対 応 す る デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmcと を 位 相 比 較 し 、 そ の 位 相 差 を 抽 出 す る 。 こ こ で 、 当
該 位 相 差 抽 出 処 理 と し て よ り 具 体 的 に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 先 ず 位 相 回 転 が 発 生
し な い 周 波 数 を 有 す る 試 験 信 号 Ｓ tと こ れ に 対 応 す る デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmcと を 位 相 比 較
す る こ と で ス ピ ー カ １ １ と マ イ ク ロ フ ォ ン １ ７ と の 間 の 距 離 に 起 因 す る 位 相 遅 れ Δ ｔ （ 図
３ （ ａ ） 参 照 ） を 検 出 し 、 次 に 、 位 相 回 転 が 発 生 す る 周 波 数 を 有 す る 試 験 信 号 Ｓ tと こ れ
に 対 応 す る デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmcと を 位 相 比 較 す る こ と で ス ピ ー カ １ １ と マ イ ク ロ フ ォ
ン １ ７ と の 間 の 距 離 に 起 因 す る 位 相 遅 れ Δ ｔ に 対 し て 補 正 さ れ る べ き 位 相 回 転 に 起 因 す る
位 相 遅 れ Δ ｔ ’ （ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） が 加 算 さ れ た 位 相 遅 れ （ Δ ｔ ＋ Δ ｔ ’ ） を 検 出 す る 。
そ し て 、 比 較 部 １ ４ に お い て 夫 々 の 位 相 遅 れ の 差 を 演 算 す る （ よ り 具 体 的 に は 、 位 相 遅 れ
（ Δ ｔ ＋ Δ ｔ ’ ） か ら 位 相 遅 れ Δ ｔ を 減 算 す る ） こ と に よ り 、 補 正 さ れ る べ き 位 相 回 転 に
起 因 す る 位 相 遅 れ Δ ｔ ’ を 検 出 す る 。 そ し て 、 当 該 位 相 遅 れ Δ ｔ ’ と し て 検 出 さ れ た 位 相
回 転 を 補 正 す る よ う に フ ィ ル タ ６ の 特 性 を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 Ｓ cfの 値 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の 一 連 の 動 作 に よ り 、 ス ピ ー カ １ １ が 接 続 さ れ た と き の Ｄ 級 ア ン プ Ｓ の 位 相 特 性 （
位 相 回 転 ） を 補 正 す る た め の 試 験 動 作 が 終 了 し 、 そ の 結 果 得 ら れ た 制 御 信 号 Ｓ cfが 制 御 部
１ ２ 内 の 図 示 し な い メ モ リ 内 に 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ Ｂ ）
　 次 に 上 述 し て 求 め ら れ た 制 御 信 号 Ｓ ce及 び Ｓ cfの 値 を 用 い て 行 わ れ る 、 音 の 再 生 時 に お
け る 各 補 正 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 実 際 の 音 の 再 生 時 に お い て は 、 先 ず 、 操 作 部 １ ３ に お い て Ｄ 級 ア ン プ Ｓ 全 体 の 動 作 を 設
定 又 は 変 更 す る た め の 操 作 が 使 用 者 に よ り 実 行 さ れ る と 、 当 該 操 作 に 対 応 す る 操 作 信 号 Ｓ
opを 生 成 し て 制 御 部 １ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 操 作 部 １ ２ は 、 ス イ ッ チ １ ６ を モ ジ ュ レ ー タ ３ 側 に 切 り 換 え る よ う に 制 御
信 号 Ｓ csw1を 制 御 し て ス イ ッ チ １ ６ に 出 力 す る 。 な お 、 こ の と き 、 ス イ ッ チ １ ８ は い ず れ
の 端 子 側 に 切 り 換 え ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ と 並 行 し て 、 制 御 部 １ ２ は 、 上 述 し た 音 圧 特 性 平 坦 化 動 作 に よ り 取 得 し た 音 圧 特 性
平 坦 化 用 の 制 御 信 号 Ｓ ceを メ モ リ か ら 読 み 出 し て イ コ ラ イ ザ ４ に 出 力 し 、 音 圧 特 性 を 平 坦
化 さ せ る よ う な 周 波 数 特 性 を 有 す る よ う に 当 該 イ コ ラ イ ザ ４ を 設 定 す る と 共 に 、 上 述 し た
位 相 特 性 補 正 動 作 に よ り 取 得 し た 位 相 特 性 補 正 用 の 制 御 信 号 Ｓ cfを メ モ リ か ら 読 み 出 し て
フ ィ ル タ ６ に 出 力 し 、 当 該 フ ィ ル タ ６ を 位 相 特 性 補 正 用 の フ ィ ル タ 特 性 を 有 す る よ う に 設
定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 状 態 で プ リ ア ン プ ２ は 、 音 信 号 Ｓ inに 対 し て 使 用 者 の 操 作 に 基 づ く 波 形 変 形 や 音 量
調 整 等 の 処 理 を 施 し 、 処 理 信 号 Ｓ pと し て モ ジ ュ レ ー タ １ ３ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 モ ジ ュ レ ー タ １ ３ は 、 当 該 処 理 信 号 Ｓ pに 対 し て 予 め 設 定 さ れ て い る Ｐ Ｗ Ｍ 方 式
の 変 調 処 理 を 施 し て 変 調 信 号 Ｓ pwを 生 成 し 、 ス イ ッ チ １ ６ を 介 し て ス イ ッ チ 信 号 Ｓ swと し
て イ コ ラ イ ザ ４ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 音 圧 特 性 平 坦 化 用 に 設 定 さ れ て い る イ コ ラ イ ザ ４ は 、 当 該 ス イ ッ チ 信 号 Ｓ swに
対 し て 制 御 信 号 Ｓ ceに よ り 示 さ れ る 音 圧 特 性 平 坦 化 処 理 を 施 し 、 イ コ ラ イ ザ 信 号 Ｓ vと し
て フ ィ ル タ ６ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 位 相 特 性 補 正 用 に 設 定 さ れ て い る フ ィ ル タ ６ は 、 当 該 イ コ ラ イ ザ 信 号 Ｓ vに 対 し
て 位 相 特 性 補 正 用 の フ ィ ル タ 処 理 を 施 し 、 フ ィ ル タ 信 号 Ｓ frと し て Ｄ Ｔ Ｃ ５ へ 出 力 す る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 更 に 、 Ｄ Ｔ Ｃ ５ は 、 上 述 し た Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ 及 び ２ １ の 動 作 が 実 現 さ れ る よ う に フ ィ ル タ 信
号 Ｓ frを 制 御 し た 後 、 制 御 フ ィ ル タ 信 号 Ｓ dと し て ハ ー フ ブ リ ッ ジ 回 路 ７ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ し て 、 ハ ー フ ブ リ ッ ジ 回 路 ７ は 、 出 力 さ れ て き た 制 御 フ ィ ル タ 信 号 Ｓ dに 対 し て 予 め
当 該 ハ ー フ ブ リ ッ ジ 回 路 ７ と し て 設 定 さ れ て い る 処 理 を 施 し 、 駆 動 信 号 Ｓ dd1及 び Ｓ dd2と
し て Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ の ゲ ー ト 端 子 及 び Ｆ Ｅ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト 端 子 に 夫 々 別 個 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ 以 後 、 実 際 の 音 の 再 生 時 と 同 様 の Ｆ Ｅ Ｔ ２ ０ 及 び ２ １ の オ ン ／ オ フ 動 作 に よ り 、 直
流 電 源 Ｖ 1及 び Ｖ 2を 用 い た Ｄ 級 増 幅 動 作 が 実 行 さ れ 、 そ の 結 果 と し て の 増 幅 信 号 Ｓ oが Ｌ
Ｐ Ｆ １ ０ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 Ｌ Ｐ Ｆ １ ０ に お い て 、 増 幅 信 号 Ｓ oに 対 す る 高 域 遮 断 処 理 が 施 さ れ 、 ス ピ ー カ
１ １ に 対 す る 出 力 信 号 Ｓ spと し て 当 該 ス ピ ー カ １ １ に 出 力 さ れ 対 応 す る 放 音 が 実 行 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 音 圧 平 坦 化 処 理 及 び 位 相 特 性 補 正 処 理 が 施 さ れ た 状 態 で Ｄ 級 増 幅 動
作 を 伴 う 実 際 の 音 の 再 生 が 実 行 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 音 圧 特 性 平 坦 化 処 理 及 び 位 相 特 性 補 正 処 理 に
よ れ ば 、 各 試 験 信 号 Ｓ tに 対 応 す る デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmcを 用 い て Ｄ 級 ア ン プ Ｓ と し て の
音 圧 特 性 を 平 坦 化 す る の で 、 ス ピ ー カ １ １ の 負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス を 含 め た 実 際 の 音 環 境 に
応 じ て 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す る こ と が で き 、 良 好 な 音 質 を 有 す る Ｄ 級 ア ン プ Ｓ を 実 現 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 試 験 信 号 Ｓ tに 対 応 す る デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmcを 用 い て 位 相 回 転 を も 補 正 す る の
で 、 音 圧 と 位 相 の 両 面 か ら 音 質 の 改 善 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 更 に 、 位 相 特 性 補 正 処 理 に つ き 、 図 ３ に 示 す 二 種 類 の 試 験 信 号 Ｓ t夫 々 に 対 応 す る デ ジ
タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmc同 士 の 位 相 差 を 用 い て 位 相 回 転 を 補 正 す る の で 、 周 波 数 に 依 存 す る 位
相 回 転 を 効 率 的 に 補 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ II）
　 次 に 、 本 願 に 係 る 変 形 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 先 ず 、 第 一 の 変 形 形 態 と し て 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 位 相 特 性 補 正 用 の 制 御 信
号 Ｓ cfを 求 め る に 際 し 、 図 ３ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 夫 々 示 す 二 種 類 の 試 験 信 号 Ｓ tを 用 い る
場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ 以 外 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う な 位 相 回 転 が 発 生 す る 周 波
数 を 有 す る 試 験 信 号 Ｓ tの み を 用 い て 当 該 制 御 信 号 Ｓ cfを 算 出 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 場 合 は 、 ス ピ ー カ １ １ か ら マ イ ク ロ フ ォ ン １ ７ ま で の 距 離 を 予 め 使 用 者 が 測 定 し 、
そ の 測 定 値 を 操 作 部 １ ３ を 用 い て 入 力 す る こ と が 必 要 と な る 。 す な わ ち 、 こ の 距 離 の 測 定
値 を 用 い れ ば 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 位 相 遅 れ Δ ｔ を 別 途 算 出 す る こ と が で き る の で 、 こ れ を 、
上 述 し た よ う に 位 相 回 転 が 発 生 す る 周 波 数 を 有 す る 試 験 信 号 Ｓ tと こ れ に 対 応 す る デ ジ タ
ル 集 音 信 号 Ｓ dmcと を 位 相 比 較 し て 検 出 さ れ た 位 相 遅 れ （ Δ ｔ ＋ Δ ｔ ’ ） か ら 減 算 す れ ば
、 補 正 さ れ る べ き 位 相 回 転 に 起 因 す る 位 相 遅 れ Δ ｔ ’ が 検 出 で き る の で あ る 。 そ し て 、 当
該 位 相 遅 れ Δ ｔ ’ と し て 検 出 さ れ た 位 相 回 転 を 補 正 す る よ う に フ ィ ル タ ６ の 特 性 を 制 御 す
る た め の 制 御 信 号 Ｓ cfの 値 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 第 一 の 変 形 形 態 に よ れ ば 、 位 相 回 転 が 発 生 す る と 予 測 さ れ る 周 波
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数 を 有 す る 試 験 信 号 Ｓ tに 対 応 す る デ ジ タ ル 集 音 信 号 Ｓ dmcの 位 相 と ス ピ ー カ １ １ ― マ イ ク
ロ フ ォ ン １ ７ 間 の 距 離 と に 基 づ い て 位 相 回 転 を 補 正 す る の で 、 効 果 的 な 位 相 特 性 の 改 善 を
少 な い 試 験 信 号 Ｓ tを 用 い て 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 、 第 二 の 変 形 形 態 と し て 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン １ ７ か ら
出 力 さ れ て く る 集 音 信 号 Ｓ mcを 用 い て 各 補 正 動 作 を 実 行 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ
の よ う な 補 正 動 作 は 、 例 え ば Ｄ 級 ア ン プ Ｓ が 搭 載 さ れ た 製 品 を 購 入 し た 使 用 者 が 、 実 際 の
使 用 を 開 始 す る 前 に ス ピ ー カ １ １ を 接 続 し た 状 態 で 実 行 す る 補 正 動 作 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に 対 し て 、 例 え ば Ｄ 級 ア ン プ Ｓ の 製 品 と し て の 出 荷 時 に お い て 、 ス イ ッ チ １ ８ を Ｌ
Ｐ Ｆ １ ０ 側 に 接 続 し 、 出 力 信 号 Ｓ spを そ の ま ま Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ １ ５ で デ ジ タ ル 化 し た 信
号 を 用 い て 音 圧 平 坦 化 処 理 の た め の 制 御 信 号 Ｓ ceの 値 を 求 め る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 場 合 は 、 ス ピ ー カ １ １ が 販 売 後 に 接 続 さ れ る べ き 端 子 に は 、 例 え ば 予 め 設 定 さ れ た
負 荷 イ ン ピ ー ダ ン ス （ 例 え ば ８ Ω ） を 有 す る ダ ミ ー ロ ー ド を 接 続 す る こ と で 、 擬 似 的 に ス
ピ ー カ １ １ が 接 続 さ れ た 状 態 を 再 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ し て 、 こ の 状 態 で 上 述 し た 音 圧 特 性 平 坦 化 処 理 用 の 連 続 正 弦 波 で あ る 試 験 信 号 Ｓ t、
す な わ ち 、 そ の 周 波 数 が 、 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す べ き 周 波 数 帯 域 内 に お い て 継 時 的 に 単 調 増
加 又 は 単 調 減 少 す る 試 験 信 号 Ｓ tを イ コ ラ イ ザ ４ に 出 力 し 、 そ れ に 対 応 し て Ｌ Ｐ Ｆ １ ０ か
ら 出 力 さ れ る 出 力 信 号 Ｓ spを 用 い て 、 音 圧 特 性 平 坦 化 用 の 制 御 信 号 Ｓ ceを 生 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 第 二 の 変 形 形 態 に お い て は 、 フ ィ ル タ ６ と し て は 、 予 め 設 定 さ れ た 任 意 の 位 相 遅
れ 時 間 に 対 応 す る フ ィ ル タ 特 性 を 有 す る よ う に 設 定 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 第 二 の 変 形 形 態 に よ れ ば 、 音 圧 特 性 平 坦 化 用 の 試 験 信 号 Ｓ tに 対
応 し て Ｌ Ｐ Ｆ １ ０ か ら 出 力 さ れ る 出 力 信 号 Ｓ spを 用 い て 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す る の で 、 ス ピ
ー カ １ １ か ら の 音 が 集 音 で き な い 状 態 （ 例 え ば 製 品 出 荷 時 に お け る 試 験 段 階 ） で あ っ て も
音 圧 特 性 の 改 善 に よ り 音 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 更 に 、 第 三 の 変 形 形 態 と し て 、 上 述 し た 制 御 部 １ ２ 及 び 比 較 部 １ ４ と し て の 補 正 制 御 処
理 に 対 応 す る プ ロ グ ラ ム を フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 又 は ハ ー ド デ ィ ス ク 等 の 情 報 記 録 媒 体 に
記 録 し て お き 、 又 は イ ン タ ー ネ ッ ト 等 を 介 し て 取 得 し て 記 録 し て お き 、 こ れ ら を 汎 用 の コ
ン ピ ュ ー タ で 読 み 出 し て 実 行 す る こ と に よ り 、 当 該 コ ン ピ ュ ー タ を 実 施 形 態 に 係 る 制 御 部
１ ２ 及 び 比 較 部 １ ４ と し て 活 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の 問 題 点 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 位 相 特 性 と し て の 問 題 点 を 示 す 図 で
あ り 、 （ ｂ ） は 音 圧 特 性 と し て の 問 題 点 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 の Ｄ 級 ア ン プ の 概 要 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 の Ｄ 級 ア ン プ の 動 作 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 位 相 特 性 補 正 動 作 を 説 明
す る 図 （ Ｉ ） で あ り 、 （ ｂ ） は 位 相 特 性 補 正 動 作 を 説 明 す る 図 （ II） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 １ 　 　 入 力 端 子
　 ２ 　 　 プ リ ア ン プ
　 ３ 　 　 モ ジ ュ レ ー タ
　 ４ 　 　 イ コ ラ イ ザ
　 ５ 　 　 Ｄ Ｔ Ｃ
　 ６ 　 　 フ ィ ル タ
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　 ７ 　 　 ハ ー フ ブ リ ッ ジ 部
　 ８ 　 　 試 験 信 号 生 成 部
　 ９ 　 　 増 幅 部
　 １ ０ 　 　 Ｌ Ｐ Ｆ
　 １ １ 　 　 ス ピ ー カ
　 １ ２ 　 　 制 御 部
　 １ ３ 　 　 操 作 部
　 １ ４ 　 　 比 較 部
　 １ ５ 　 　 Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ
　 １ ６ 、 １ ８ 　 　 ス イ ッ チ
　 １ ７ 　 　 マ イ ク ロ フ ォ ン
　 ２ ０ 、 ２ １ 　 　 Ｆ Ｅ Ｔ
　 Ｖ 1、 Ｖ 2　 　 直 流 電 源
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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